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Abstract 

科学技術に関する調査プロジェクト「政策決定と科学的

リテラシー」調査委員会の実施概要

調査報告書『政策決定と科学的リテラシー』は、国立国会図書館調査及び立法考査局による科学技術に関する

調査プロジェクトの一環として、外部に委託し実施した調査研究の成果報告書です。掲載した論文等は、全て

外部調査機関及び外部有識者によるものです。国立国会図書館の見解を示すものではありません。
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調査委員会の実施概要

１　第 1回調査委員会
日　時：平成 29年 8月 9日（水）16:00～18:00

場　所：国立国会図書館
出席者： 調査委員会（永野博委員長、小泉英明委員、渡辺美代子委員、遠藤悟協力委員）、

事務局（長井寿、田中秀雄、田中美幸）、オブザーバー（国立国会図書館担当者）
議　事：
　①調査委員会の行う事業概要の説明
　　　　長井　寿（事務局）
　②具体的事例の説明
　・立法府における科学的リテラシーの活用について（ドイツの事例）
　　　　永野　博　調査委員長
　・立法府における科学的リテラシーの活用について（中国の事例）
　　　　小泉英明　調査委員
　・ 米国の立法府を中心とした政策形成プロセスとアカデミックコミュニティによる助言メ
カニズム

　　　　遠藤　悟　協力委員
　③討論及び質疑応答
　　各説明の後、討論及び質疑応答が行われた。

２　第 2回調査委員会
日　時：平成 29年 9月 21日（木）15:00～17:30

場　所：国立国会図書館
出席者： 調査委員会（永野博委員長、小泉英明委員、渡辺美代子委員、太田光一委員）、ゲ

ストスピーカー（中嶋建介氏、松尾豊氏、馬場錬成氏）、事務局（長井寿、伊藤裕子、
田中秀雄、田中美幸）、オブザーバー（国立国会図書館担当者）

議　事：
　①第 2回調査委員会の狙いと講師紹介
　　　　永野　博　調査委員長
　②ゲストスピーカーからの事例説明
　・感染症流行に関するリスク認識について
　　　　中嶋建介氏（長崎大学感染症共同研究拠点教授）
　・人工知能と技術倫理
　　　　松尾　豊氏（東京大学大学院工学系研究科特任准教授）
　・報道現場から見た科学貧困ニッポン
　　　　馬場錬成氏（特定非営利活動法人 21世紀構想研究会理事長）
　③討論及び質疑応答
　　各説明の後、討論及び質疑応答が行われた。
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３　第 3回調査委員会（公開討論会）
日　時：平成 29年 10月 4日（水）14:00～17:00

場　所：国立国会図書館
出席者： 調査委員会（永野博委員長、小泉英明委員、遠藤悟協力委員）、ゲストスピーカー（マ

グナス・ブレイドゥネ（Magnus Breidne）氏、ウォルフガング・ヒラー（Wolfgang 

Hiller）氏、北原和夫協力委員）、事務局（長井寿、伊藤裕子、田中秀雄、田中美幸、
関恵子）、オブザーバー（国立国会図書館担当者）、通訳（松村慶子）、一般聴講者（科
学者等）　計 40名

議　事：
　①国立国会図書館報告
　・「科学技術に関する調査プロジェクト」および本件調査の趣旨について
　　　　遠藤真弘（国立国会図書館調査及び立法考査局科学技術室長）
　②基調報告
　・立法府と科学技術政策―本討論会の狙い―
　　　　永野　博　調査委員長
　③ゲストスピーカー等からの事例説明及びパネルディスカッション
　・Science based policy advice: IVAʼs modus operandi（科学に基づく政策助言―IVAの手法―）
　　　　マグナス・ブレイドゥネ氏（スウェーデン王立工学アカデミー副会長）
　・Linking Science, Politics and Media: 30 years of STOA experience in the European Parliament

　　（科学、政治及びメディアをつなぐ―欧州議会における STOAの 30年―）
　　　　ウォルフガング・ヒラー氏
　　　　（欧州議会科学技術選択評価委員会（STOA）事務局ディレクター）
　・科学リテラシーとは―世界の認識の仕方と世界への関与の仕方―
　　　　北原和夫協力委員
　・パネルディスカッション
　　 　永野博調査委員長の司会により、3名の報告を基に、報告者及び討議者（永野博委員長、
小泉英明委員、遠藤悟協力委員）によるパネルディスカッションが行われた。一般聴講
者からの質疑も行われた。

４　第 4回調査委員会
日　時：平成 29年 11月 27日（月）15:00～17:00

場　所：国立国会図書館
出席者： 調査委員会（永野博委員長、小泉英明委員、太田光一委員）、事務局（長井寿、田

中秀雄）、オブザーバー（国立国会図書館担当者）
議　事：報告書作成に向け、執筆者による検討及び調整を行った。
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